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論
文
要
旨

　

本
稿
で
は
、
金
沢
称
名
寺
に
伝
存
す
る

枳
尼
天
関
連
資
料
を
読
み
解
き
、
中

世
の
儀
礼
と
、
そ
れ
を
支
え
る
教
理
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
辰
菩
薩
口
伝
』『
辰

菩
薩
口
伝
上
口
決
』
は
、
仏
教
の
夜
叉
で
あ
る

枳
尼
天
の
秘
説
を
集
め
た
聖
教

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
即
身
に
成
仏
す
る
と
い
う
密
教
的
身
体
観
を
基
調
と
し
、
八

葉
蓮
華
、
宝
塔
、
舎
利
、
如
意
宝
珠
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
、
天
台
教

学
の
立
場
か
ら
『
法
華
経
』（
法
華
円
教
）
と
密
教
と
の
一
致
を
説
く
。
こ
の
教

説
は
衆
生
の
心
臓
を
食
用
す
る
と
い
う

枳
尼
天
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
成
就
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
同
様
の
教
理
が
、
お
な
じ
く
称
名
寺
聖
教
の
『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
に

見
出
せ
る
。
本
資
料
は
即
位
灌
頂
の
口
決
で
あ
る
が
、
天
皇
の
身
体
と
、
仏
と
の

一
体
化
を
目
的
と
す
る
即
位
灌
頂
は
、
衆
生
の
身
体
を
食
し
て
即
身
成
仏
さ
せ
る

枳
尼
天
と
結
び
つ
き
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

枳
尼
天
と
『
法
華
経
』

を
め
ぐ
る
言
説
は
、
円
密
一
致
の
教
理
と
と
も
に
、
中
世
の
儀
礼
の
一
端
を
支
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

枳
尼
天
、『
法
華
経
』、
称
名
寺
聖
教
、
円
密
一
致
、
即
位
灌

頂
】

は
じ
め
に

　
だ

枳き

尼に

法
は
、
仏
教
の
夜
叉
で
あ
る

枳
尼
天
を
本
尊
と
す
る
密
教
修
法
で

あ
る
。
こ
の
法
は
現
世
利
益
を
速
や
か
に
成
就
さ
せ
る
行
法
で
あ
る
と
と
も
に
、

天
皇
の
即
位
法
（
即
位
灌
頂
）
と
も
結
び
つ
い
て
展
開
す
る
な
ど
、
多
彩
な
性

質
と
信
仰
世
界
を
擁
す
る
も
の
で
あ
っ
た）1
（

。

　

中
世
の

枳
尼
法
に
関
す
る
資
料
は
、
金
沢
称
名
寺
に
伝
存
す
る
「
称
名
寺

聖
教
」
中
に
ま
と
ま
っ
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
早
く
櫛
田
良
洪
氏
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
近
年
、
西
岡
芳
文
氏
に
よ
っ
て
体
系
的
に
翻
刻
と

紹
介
が
な
さ
れ
た）2
（

。
こ
れ
ら
の
資
料
は
「
輪
王
灌
頂
」
と
称
す
る
即
位
灌
頂
の

次
第
や
口
決
、
作
法
等
を
記
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
十

分
に
読
み
解
か
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。

　

本
稿
で
は
称
名
寺
聖
教
中
の

枳
尼
天
関
連
資
料
を
用
い
て
、

枳
尼
法
を
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支
え
る
教
理
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
ど
う
機
能
し
た
の
か
を
考
察
す
る
。

と
く
に
十
四
世
紀
初
め
に
書
写
さ
れ
た
『
辰
菩
薩
口
伝
』『
辰
菩
薩
口
伝
上
口

決
』（
以
下
、『
上
口
決
』）
と
い
う
二
点
の
資
料
を
中
心
に
、

枳
尼
天
と

『
法
華
経
』
を
め
ぐ
る
言
説
群
を
分
析
し
、
儀
礼
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
論
じ

た
い
。

一
、

枳
尼
天
の
口
決
と
円
密
の
一
致

　

筆
者
は
以
前
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
『
上
口
決
』
が
、
天
台
教
学
の
立
場
か

ら

枳
尼
天
を
媒
介
に
し
て
『
法
華
経
』（
法
華
円
教
）
と
密
教
を
融
合
さ
せ

る
「
円
密
一
致
」
を
説
く
内
容
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
中
世
日
本
天
台

の
仮
託
書
や
、
日
本
撰
述
経
典
の
世
界
と
近
接
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た）3
（

。
ま
ず
は
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
振
り
返
り
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
く
。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
『
上
口
決
』
は
、

枳
尼
天
の
秘
説
を
集
め
た
一
結
の

聖
教
で
、
識
語
に
よ
れ
ば
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
に
秀
範）4
（

が
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
両
書
は
智
証
大
師
（
円
珍
）
や
安
然
と
い
っ
た
天
台
の
先
徳

に
よ
る
「
口
決
」（
口
で
伝
え
ら
れ
る
秘
密
）
と
い
う
体
裁
で
、

枳
尼
天
の

秘
説
を
展
開
す
る
。

　

た
と
え
ば
『
辰
菩
薩
口
伝
』
で
は
、
安
然
の
口
決
と
し
て
、

枳
尼
天
と

『
法
華
経
』
二
十
八
品
、
胎
蔵
界
の
九
尊
と
印
契
、
十
羅
刹
女
と
を
対
応
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
を
八
葉
に
配
す
る
（
図
1
参
照）5
（

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
法
華
経
』
と

密
教
と
を
一
体
化
し
、
そ
の
中
心
に

枳
尼
天
を
据
え
る
こ
と
で
、
円
密
和
合

を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
の

枳
尼
天
を
称
揚
し
て
い
る
。

　

八
葉
に
『
法
華
経
』
を
配
釈
す
る
円
密
一
致
の
曼
荼
羅）6
（

は
、
円
珍
に
擬
さ
れ

た
『
講
演
法
華
儀
』
や
『
法
華
曼
荼
羅
諸
品
配
釈
』
と
い
っ
た
中
世
日
本
天
台

の
仮
託
書
に
も
認
め
ら
れ
る
言
説
で
あ
る
。『
辰
菩
薩
口
伝
』
は
そ
こ
に

枳

尼
天
や
十
羅
刹
女
と
い
う
尊
格
を
取
り
入
れ
た
点
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
よ
う）7
（

。

　

ま
た
本
書
は
、

枳
尼
天
と
十
羅
刹
女
の
関
係
を
、
次
の
よ
う
に
も
表
現
し

て
い
る
。

尺
迦
如
来
於
霊
山
二
処
三
会
ニ一
、
顕
ニ
説
ク
此
事
ヲ一
。
故
ヘ
ニ
云
妙
法
蓮
花
経
ト一
。
大

日
如
来
於
テ
法
界
宮
ノ
中
ニ一
、
秘
カ
ク
ス

是
事
ヲ一
。
故
云
蓮
花
胎
蔵
ト一
。
尺
迦
所
説
妙

法
蓮
花
経
ヲ
擁
護
ス
ル
人
ヲ
、
名
奪
一
切
衆
生
精
気
ト一
。
大
日
所
説
ノ
三
部
ノ
秘
法
ヲ

図1
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守
護
ス
ル
人
ヲ
、
名

枳
尼
王
等
一。）8
（

　

釈
迦
如
来
は
、
二
処
三
会
で
「
顕
ニ
」

枳
尼
天
の
秘
説
（「
此
事
」）
を
説

い
た
。
そ
れ
が
『
法
華
経
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
日
如
来
は
真
理
を
秘

匿
し
た
の
で
「
蓮
花
胎
蔵
」
と
い
う
。
釈
迦
如
来
の
教
え
で
あ
る
『
法
華
経
』

を
擁
護
す
る
者
は
「
奪
一
切
衆
生
精
気
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
大
日
如
来
の
三
部

の
秘
法
（『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』『
蘇
悉
地
経
』）
を
守
護
す
る
者
は
「

枳

尼
王
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
従
え
ば
、『
法
華
経
』
守
護
の
十
羅
刹
女

で
あ
る
奪
一
切
衆
生
精
気
は
顕
教
の
守
護
者
、

枳
尼
天
は
密
教
の
守
護
者
と

理
解
さ
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
そ
も
そ
も
両
者
は
一
体
で
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
も
顕
と
密
の
一
体
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口
決
』
に
お
け
る

枳
尼
天
は
、
法
華

円
教
と
密
教
と
の
合
一
を
司
る
「
真
言
法
花
ノ
惣
体
」（『
上
口
決
』）
と
称
さ

れ
、
顕
密
を
兼
ね
備
え
た
尊
格
と
し
て
、『
法
華
経
』
を
め
ぐ
る
曼
荼
羅
世
界

を
統
合
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
、
八
葉
蓮
華
と
智
恵
の
舌

　
『
法
華
経
』
と
八
葉
の
和
合
を
媒
介
す
る

枳
尼
天
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
人

間
の
「
心
」
を
食
む
と
い
う

枳
尼
天
の
性
質
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。『
大
日
経
疏
』
に
よ
る
と
、

枳
尼
天
は
六
ヶ
月
前
に
人
の
死

を
知
り
、
死
者
の
「
心
」
す
な
わ
ち
「
人
黄
」（
精
気
・
心
臓
）
を
食
べ
る
と

い
う）9
（

。
こ
の
一
見
恐
ろ
し
い
特
質
が
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
お
け
る
秘
説
の
肝

要
と
な
っ
た
。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
で
は
智
証
大
師
の
口
決
と
し
て
、
八
葉
と
衆
生
の
心
臓
を

重
ね
合
わ
せ
て
説
い
て
い
る
。

智
証
大
師
口
決
曰

夫
一
切
衆
生
ノ
身
中
、
五
蔵
ノ
中
ノ
羅
符
蔵
、
云
フ
八
分
肉
団
ト一
。
此
肉
団
ヲ

奪
テ
取
テ
食
用
ス
ル
羅
刹
女
鬼
、
名
奪
一
切
精
気
ト一
也
。
衆
生
ノ
精
気
ハ
、
有
羅

符
蔵
八
分
肉
団
ノ
内
一。
其
八
分
肉
団
、
即
自
性
清
浄
覚
悟
ノ
蓮
花
也
。

　

衆
生
の
身
中
に
あ
る
「
八
分
肉
団
」、
つ
ま
り
心
臓
を
、

枳
尼
天
と
同
体

と
さ
れ
た
「
奪
一
切
精
気
」
と
い
う
名
前
の
羅
刹
女
が
奪
っ
て
食
用
す
る
と
い

う
。
衆
生
の
精
気
は
こ
の
八
分
肉
団
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
自
性
清
浄
覚
悟

の
蓮
華
（
清
浄
な
悟
り
の
蓮
華
）
で
あ
る
と
、
こ
こ
で
は
述
べ
て
い
る
。
心
臓

と
胎
蔵
中
台
八
葉
院
（
八
葉
蓮
華
）
と
の
合
一
は
、
た
と
え
ば
安
然
の
『
菩
提

心
義
抄
』
第
一
に
「
一
切
衆
生
胸
間
肉
団
其
形
八
分
。
其
色
丹
赤
。
是
五
蔵
中

之
心
蔵
也
。
真
言
行
者
観
此
八
分
為
八
葉
蓮
」
と
あ
る
よ
う
に
、
即
身
に
成
仏

す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
密
教
の
基
本
的
な
概
念
で
あ
っ
た）10
（

。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
で
は
、
こ
の
記
述
に
続
け
て
八
葉
に
そ
れ
ぞ
れ
「
十
如
是
」

（
相
・
性
・
体
・
力
・
作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
）
を
配
当
し
て
い

く
）
11
（

。
い
わ
く
、
四
仏
四
菩
薩
は
「
相
」
か
ら
「
果
」
の
八
葉
に
座
し
、
中
央
の

「
報
台
」
に
は
、
大
日
如
来
が
結
跏
趺
坐
す
る
。
は
じ
め
の
相
葉
が
「
本
」
で
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あ
り
、
最
後
の
報
台
が
「
末
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
九
尊
は
中
道
実
相
と
化
す

の
で
「
究
竟
」
と
呼
ぶ
、
と
い
う
。
十
如
是
は
『
法
華
経
』
の
方
便
品
で
説
か

れ
る
教
義
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
円
密
一
致
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　

八
葉
と
十
如
是
の
配
釈
は
、
こ
ち
ら
も
円
珍
に
仮
託
さ
れ
た
『
法
華
経
両
界

和
合
義
』
や
『
講
演
法
華
儀
』
に
見
出
せ
る
た
め
、
本
書
で
具
陳
さ
れ
る
「
口

決
」
は
、
中
世
日
本
天
台
の
仮
託
書
に
お
い
て
、
先
徳
の
口
決
と
し
て
享
受
さ

れ
て
い
た
も
の
だ
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、『
法
華
経
』
を
密
教
的
に
解

釈
し
た
『
蓮
華
三
昧
経
』
と
い
う
日
本
撰
述
経
典
に
も
同
様
の
説
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
は
円
密
一
致
を
め
ぐ
る
中
世
の
仮
託
書

や
、
日
本
撰
述
経
典
と
の
交
錯
の
な
か
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
円
密
が
和
合
し
た
「
八
葉
蓮
華
＝
衆
生
の
心
臓
」
は
、

枳
尼
天
の

「
智
恵
ノ
舌
」
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。『
辰
菩
薩
口
伝
』
で
は
、

さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
師
口
決
云

枳
尼
ノ
印
相
ト
云
ル
、
右（

A
）拳

押
腰
ヲ一
、
仰
ケ
テ
左
掌
ヲ一
、
以
舌
ヲ一
、
舐
ル
血
ヲ一
勢
ニ

作
也
。
左
ル
理
也
。
理
者
九
法
界
ノ
衆
生
ノ
身
具
ス
ル
仏
性
也
。
其
仏
性
者
法

身
ノ
妙
理
也
。
修（

B
）徳

ノ
法
身
ハ
白
狐
王
ナ
リ
。
以
テ
智
恵
ノ
舌
ヲ一
、
舐
無
明
ノ
血
ヲ一

尽
シ
テ
、
真
如
ノ
理
体
、
自
性
清
浄
覚
悟
ノ
蓮
花
ト
顕
ス
。
其
中
台
ノ
八
葉
ニ
端

座
給
フ
。
大
日
八
葉
ノ
印
、
九
尊
即
チ
是
自
性
法
身
ト
云
也
ト
者
ハ
此
義
也
。

故
ニ
一
切
衆
生
ノ
身
中
ニ
、
有
大
日
八
印
一。

　
『
大
日
経
疏
』
で
死
者
の
「
心
」
を
食
す
と
さ
れ
る

枳
尼
天
は
、
胎
蔵
曼

荼
羅
の
最
外
院
に
人
間
の
手
足
を
持
つ
夜
叉
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部

（
Ａ
）
に
見
え
る
「
右
拳
で
腰
を
押
し
、
左
掌
を
仰
向
け
て
舐
め
る
様
子
」
と

い
う
印
相
も
、
血
を
舐
め
る
所
作
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
た）12
（

。

　

右
の
引
用
で
は
、
胎
蔵
界
の
真
理
で
あ
る
「
理
」
は
す
べ
て
の
衆
生
が
身
に

具
え
る
仏
性
だ
と
い
う
。
そ
し
て
傍
線
部
（
Ｂ
）
で
、
修
徳
の
法
身
で
あ
る
白

狐
王
（

枳
尼
天
）
が
、
智
恵
の
舌
で
「
無
明
ノ
血
（
煩
悩
）」
を
舐
め
尽
く

す
と
、
そ
の
中
か
ら
本
来
の
清
ら
か
な
蓮
華
（
悟
り
）
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
六
ヶ
月
前
に
人
の
死
を
知
っ
て
「
心
」
を
食
べ
る
と
い
う

枳
尼

天
の
行
為
が
、
こ
こ
で
は
人
々
に
悟
り
を
得
さ
せ
る
た
め
の
方
便
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

枳
尼
天
の
腹
中
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
書

で
は
以
下
の
よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
た
。

奪
一
切
衆
生
精
気
ト
者
、
奪
取
テ
无
明
妄
想
精
気
ヲ一
、
食
入
ス
ル
如
来
蔵
ノ
腹

中
ニ一
也
。
妙
覚
海
也
。
胎
蔵
ヲ
云
花
蔵
海
ト一
、
金
剛
ヲ
云
蜜
厳
海
ト一
也
。

枳

尼
王
ノ
腹
中
ニ
湛
満
テ
ヽ

字
智
水
ヲ
、
令
一
切
衆
生
ヲ
シ
テ
即
身
成
仏
セ
事
、

無
レシ
ト
セ
ル
過
ハ

枳
尼
王
ニ一
。

　

奪
一
切
衆
生
精
気
の
腹
中
は
如
来
蔵
の
妙
覚
海
で
あ
り
、

枳
尼
天
の
腹
中

に
は
智
水
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
切
衆
生
を
即
身
成
仏
さ
せ
る
も

の
な
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
考
え
方
は
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
一
結
の
『
上
口
決
』
で
も
共
有

さ
れ
た
。『
上
口
決
』
で
は
、

枳
尼
天
が
北
辰
（
こ
こ
で
は
北
斗
七
星
）
と

な
っ
て
衆
生
に
命
根
を
施
す
こ
と
や
、
寿
福
を
与
え
る
こ
と
を
説
い
た
後
に
、

枳
尼
天
と
同
体
と
見
な
さ
れ
る
羅
刹
女
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

況
又
タ
奪
一
切
衆
生
精
気
女
者
、
此
尊
ノ
異
名
也
。
或
奪
二

衆
生
ノ
魂
塊
ヲ一
、

或
住
二

死
陀
林
一

食
二

死
人
ノ
骨
肉
ヲ一
。
生
ス
ル
時
ハ
与
ヘ二
寿
福
ヲ一
、
死
ス
ル
時
ハ
還
テ

食
ス
。（
中
略
）
深
秘
ノ
伝
ニ
云
ク
、
只
是
舐
テ二
衆
生
ノ
無
明
ノ
魂
暁
ヲ一
顕
シ二
法
性

心
蓮
ヲ一
、
食
二シ
テ
無
始
生
死
ノ
骨
肉
ヲ一
、
令
三玉
フ
証
二

涅
槃
ノ
妙
理
ヲ一
振
舞
也
リ
。

　
「
奪
一
切
衆
生
精
気
羅
刹
女
」
は
、

枳
尼
天
の
異
名
で
あ
る
。
衆
生
が
生

き
て
い
る
時
に
は
寿
福
を
与
え
、
死
し
て
後
は
そ
の
身
体
を
食
す
。
た
だ
衆
生

の
魂
暁
を
舐
め
て
法
性
心
蓮
を
あ
ら
わ
し
、
骨
肉
を
食
べ
て
涅
槃
の
妙
理
を
証

す
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
『
上
口
決
』
に
は
、
円
密
の
教
理
を
内
包

す
る
「
八
葉
蓮
華
＝
心
臓
」
と
、
そ
れ
を
舐
め
、
骨
肉
を
食
す

枳
尼
天
と
い

う
、
衆
生
の
身
体
を
と
も
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う

し
た

枳
尼
天
の
行
為
は
、
一
切
衆
生
を
即
身
成
仏
さ
せ
る
た
め
の
深
秘
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
並
座
す
る
二
仏
と
五
大
法
性
の
宝
塔

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
お
い
て
、
十
如
是
を
配
し
た
八
葉
蓮
華
は
「
法
全
闍
梨

図
）
13
（

」
と
称
さ
れ
る
図
像
と
し
て
描
か
れ
た
（
図
2
参
照
）。
こ
の
図
で
は
「
報
」

と
記
さ
れ
た
蓮
華
の
中
央
に
、「
大
日
台
／
多
宝
」「
大
日
金
／
釈
迦
」
と
あ
る

の
が
見
え
る
。
こ
れ
は
胎
蔵
界
の
大
日
で
あ
る
多
宝
如
来
と
、
金
剛
界
の
大
日

で
あ
る
釈
迦
如
来
を
意
味
し
、
二
仏
が
中
台
に
並
座
す
る
構
図
は
「
法
華
経

法
」
と
い
う
密
教
修
法
で
用
い
ら
れ
る
「
法
華
曼
荼
羅
」
を
想
起
さ
せ
る
。

　

法
華
曼
荼
羅
は
『
法
華
経
』
の
宝
塔
品
を
密
教
的
に
解
釈
し
た
も
の
で
、
不

空
訳
『
成
就
妙
法
蓮
華
経
王
瑜
伽
観
智
儀
軌
』（『
観
智
儀
軌
』）
な
ど
を
所
依

図2
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と
す
る
。
法
華
経
法
は
、
息
災
・
増
益
・
延
命
・
滅
罪
の
た
め
の
修
法
で
あ
り
、

と
く
に
台
密
で
重
ん
じ
ら
れ
た
。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
の
「
法
全
闍
梨
図
」
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は

『
法
華
経
』
宝
塔
品
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

釈
迦
如
来
が
『
法
華
経
』
を
説
い
た
と
き
、
地
中
か
ら
七
宝
の
塔
が
忽

然
と
現
れ
て
空
中
に
留
ま
り
、
釈
迦
如
来
と
『
法
華
経
』
を
讃
え
る
声
が

響
い
た
。
釈
迦
如
来
は
宝
塔
が
現
れ
た
由
来
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
宝
塔
の
中
に
は
如
来
の
全
身
（
一
塊
の
如
来
の
身
体
）
が
安
置
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
仏
の
名
を
多
宝
と
い
う
。
多
宝
は
東
方
宝
浄
世
界
の
仏
で
あ

る
。
在
世
か
ら
の
誓
願
に
よ
っ
て
、
滅
後
は
塔
中
に
座
し
た
ま
ま
『
法
華

経
』
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
、
教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
の
で
あ
る
」
と
。
そ
れ
か
ら
釈
迦
如
来
は
空
中
の
宝
塔
に
入
り
、
多

宝
如
来
と
並
ん
で
座
し
た
。

　

こ
の
内
容
に
基
づ
き
、
法
華
曼
荼
羅
に
は
中
台
八
葉
の
中
心
に
釈
迦
・
多
宝

如
来
が
並
座
す
る
宝
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
仏
は
『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
も
あ

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
胎
金
の
大
日
と
考
え
ら
れ
た）14
（

。

　

た
だ
し
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
の
「
法
全
闍
梨
図
」
は
、『
観
智
儀
軌
』
な
ど
に

基
づ
く
通
常
の
法
華
曼
荼
羅
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
如
是
が
配

当
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
諸
尊
が
一
致
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
水
上
文
義
氏
に
よ
る
と
、『
講
演
法
華
儀
』
な
ど
仮
託
書
の
曼
荼
羅
は
、

「
円
教
と
密
教
を
い
か
に
合
理
的
に
整
合
さ
せ
る
か
と
い
う
円
密
一
致
論
が
目

的
で
は
な
く
、
全
く
密
教
の
立
場
か
ら
『
法
華
経
』
を
ど
の
よ
う
に
曼
荼
羅
の

上
に
展
開
す
る
か
」
を
主
眼
と
す
る
も
の
だ
と
い
う）15
（

。「
法
全
闍
梨
図
」
も
、

こ
れ
と
同
様
の
発
想
に
立
脚
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
同
様
に
、
宝
塔
品
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、『
法

華
経
』
と

枳
尼
天
と
の
融
合
を
説
く
の
が
『
上
口
決
』
で
あ
る
。『
上
口
決
』

で
は
、

枳
尼
天
の
行
為
が
涅
槃
の
妙
理
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
「
深
秘
ノ
伝
」

に
加
え
、
さ
ら
な
る
深
秘
が
宝
塔
品
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
以
下
の
説

を
展
開
す
る
。

重
タ
ル
深
秘
ニ
云
ク
、
辰
狐
食
二

肉
一、
食
已
テ
ハ
以
二

食
ヲ一
為
二

内
証
法
身
一

自
受
法

楽
ス
云
々
。
此
深
秘
ハ
顕
ハ
レ
宝
塔
品
ニ一
了
ヌ
。
謂
ク
、
多
宝
ハ
是
レ
一
切
衆
生
ノ

過
去
遠
ノ々
死
骸
、
尺
迦
如
来
ハ
無
始
広
劫
ノ
辰
狐
王
如
来
也
。
不
レ

動
二

食

骨
ヲ一
。
全
ク
是
レ
一
乗
ノ
深
秘
、
即
身
成
仏
ノ
至
極
也
。
能
所
不
二
ナ
リ
。
故
住

ス
一
塔
ニ
。

　

傍
線
部
で
、
多
宝
如
来
は

枳
尼
天
に
食
さ
れ
る
一
切
衆
生
の
「
死
骸
」
で

あ
り
、
釈
迦
如
来
は
無
始
広
劫
の
「
辰
狐
王
如
来
」
だ
と
い
う
。
食
べ
ら
れ
る

死
骸
と
、
食
べ
る
辰
狐
王
如
来
は
能
所
不
二
（
能
動
と
受
動
は
一
体
だ
と
い
う

こ
と
）
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
共
に
一
塔
に
住
む
の
だ
と
、
こ
こ
で
は
解
釈
し

て
い
る
。

　

ま
た
点
線
部
に
よ
れ
ば
、

枳
尼
天
は
衆
生
の
肉
を
食
べ
て
腹
中
に
取
り
込
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み
、
そ
れ
を
内
証
法
身
と
し
て
自
受
法
楽
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
食
べ
る
も

の
と
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
一
体
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。
本
来
、
宝
塔
品
に
は
説

か
れ
な
か
っ
た
「
食
べ
る
／
食
べ
ら
れ
る
」
と
い
う
能
と
所
の
関
係
性
を
、
こ

こ
で
は

枳
尼
天
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
構
築
し
、
さ
ら
な
る

「
深
秘
」
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
『
上
口
決
』
は
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。

々
（
引
用
者
注
│
塔
）
者
ハ
万
徳
円
満
ノ
体
、
死
骨
モ
五
大
所
成
、
野
狐
ノ

身
モ
又
夕
五
大
所
成
也
。
死
生
倶
ニ
五
大
也
。
故
ニ
住
二

五
大
法
性
ノ
塔
ニ一
。
既

ニ
能
住
・
所
住
分
明
也
。
色
心
互
依
ノ
如
二

白
日
ノ一
、
六
大
法
性
宛
然
也
。

即
身
成
仏
不
可
疑
之
ヲ一
。
一
乗
至
極
在
之
ニ一
。

　

二
仏
が
坐
す
塔
は
、
あ
ら
ゆ
る
徳
を
欠
け
る
こ
と
な
く
具
え
た
万
徳
円
満
の

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
死
骨
も
野
狐
も
、
世
界
を
構
成
す
る
五
大
（
地
・

水
・
火
・
風
・
空
）
か
ら
成
り
、
死
（
死
骸
）
と
生
（
野
狐
）
は
ど
ち
ら
も
五

大
を
具
え
て
い
る
の
で
、「
五
大
法
性
ノ
塔
」
に
住
む
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
『
上
口
決
』
の
言
説
を
整
理
す
る
と
、

　
　
（
食
べ
る
）　　
　

辰
狐
王
如
来
│
能
│
野
狐
│
釈
迦
如
来

　
　
（
食
べ
ら
れ
る
）
一
切
衆
生
死
骸
│
所
│
死
骨
│
多
宝
如
来

と
い
う
両
者
の
関
係
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
ど
ち
ら
も
五
大
で
形
成
さ
れ
て
い

て
、
分
か
ち
難
い
能
所
不
二
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
塔
内
に
並
座
す
る
と
い
う

論
理
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
「
五
大
法
性
ノ
塔
」
は
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大

を
表
示
す
る
五
輪
塔
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
よ
う
。
留
意
し
た
い
の
が
、
衆
生
の
身

体
も
ま
た
、
密
教
で
は
五
輪
に
配
当
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
の
宝
塔
を
五
大
法
性
の
塔
と
す
る
説
は
、
た
と
え
ば
山
門
黒
谷

流
の
光
宗
（
一
二
七
六
〜
一
三
五
〇
）
が
編
纂
し
た
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
二
十

七
「
法
華
法
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
渓
嵐
拾
葉
集
』
は
宝
塔
品
を
「
五

大
法
性
常
住
ノ
宝
塔
ナ
ル
事
」
を
説
く
も
の
と
し
、
宝
塔
と
五
大
、
そ
し
て
身
体

と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

一
。
宝
塔
品
事　

第
十
一　

此
品
者
、
五
大
法
性
常
住
ノ
宝
塔
ナ
ル
事
ヲ
説

也
。
又
云
、
多
宝
仏
ト
者
、
平
等
大
会
ノ
大
智
常
住
ヲ
顕
也
。（
中
略
）
今

宝
塔
者
、
是
毘
盧
遮
那
身
土
相
称
之
相
貌
カ
故
也
云
云
。
五
大
法
性
五
字
真

言
事

。
釈
曰
、
腰
下
ハ

字
本
不
生
、
金
色
方
形
、
仏
身
地
。

臍
輪
ハ

字
離
言
説
、
白
色
円
形
、
大
悲
水
。
心
上
ハ

字
無
染
著
、
赤

色
三
角
、
大
智
火
。
額
上
ハ

字
離
因
業
、
黒
色
半
月
、
大
風
輪
。
頂
上

字
等
虚
空
、
雑
色
団
形
、
大
空
輪
。
即
是
無
作
真
言
也
云
云
。（『
大
正

蔵
』
七
六
、
五
八
九
頁
ｂ
）

　

五
大
は
五
字
真
言
と
、
身
体
の
各
部
位
に
配
当
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
大
日

経
』
や
『
大
日
経
疏
』
な
ど
で
示
さ
れ
る
五
輪
成
身
観
、
五
字
厳
身
観
と
呼
ば
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れ
る
観
法
の
思
想
で
、
密
教
行
者
の
身
体
に
五
字
を
配
し
て
荘
厳
し
、
大
日
如

来
や
修
法
の
本
尊
と
一
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
塔
は
ま
た
、
大
日
如
来
の
三

昧
耶
形
で
も
あ
っ
た）16
（

。『
上
口
決
』
の
塔
を
め
ぐ
る
叙
述
は
、
こ
う
し
た
仏
と

衆
生
の
身
体
に
対
す
る
解
釈
が
根
幹
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

か
く
し
て
身
体
に
も
見
立
て
ら
れ
る
五
大
法
性
の
宝
塔
は
、
さ
ら
に
イ
メ
ー

ジ
を
肥
大
さ
せ
て
、
龍
猛
菩
薩
に
密
教
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
南
天
の
鉄
塔
と

も
結
び
つ
い
た
。『
上
口
決
』
で
は
、
釈
迦
仏
・
多
宝
仏
が
坐
す
塔
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

況
又
タ
不
レ

動
二

此
塔
ヲ一
。
全
ク
南
天
ノ
鉄
塔
也
。
若
シ
爾
者
、
鉄
塔
流
伝
ノ
両

部
ハ
、
即
チ
本
迹
二
門
ノ
深
秘
。
数
粒
ノ
仏
骨
ハ
一
切
衆
生
ノ
生
々
世
ノ々
遺

骨
、
多
宝
世
尊
ノ
全
体
ナ
リ
。
大
日
者
、
過
去
遠
々
辰
狐
王
、
尺
迦
如
来
是

也
。
住
二

蜜
塔
中
一

者
即
チ
是
レ
也
。

　

二
仏
が
並
座
す
る
『
法
華
経
』
宝
塔
品
の
塔
は
、
南
天
の
鉄
塔
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
鉄
塔
で
伝
授
さ
れ
た
胎
金
両
部
の
法
門
は
、『
法
華
経
』

の
本
迹
二
門
の
深
秘
な
の
で
あ
る
。
数
粒
の
仏
骨
は
、
一
切
衆
生
の
生
々
世
々

の
遺
骨
で
あ
り
、
多
宝
如
来
の
全
体
で
あ
る
。
大
日
如
来
は
、
過
去
遠
々
の
辰

狐
王
で
あ
り
、
釈
迦
如
来
が
こ
れ
で
あ
る
の
だ
、
と
い
う
。
こ
こ
で
本
文
が
宝

塔
品
の
「
如
来
全
身
」
と
い
う
経
文
に
倣
っ
て
、
多
宝
如
来
の
「
全
体
」
と
記

し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
『
法
華
経
』
の
宝
塔
と
、
南
天
の
鉄
塔
と
を
一
致
さ

せ
る
こ
と
で
、「
両
部
＝
本
迹
」「
大
日
如
来
＝
辰
狐
王
（

枳
尼
天
）
＝
釈
迦

如
来
」
と
い
う
論
理
を
展
開
し
、
重
ね
て
円
教
と
密
教
の
融
合
を
説
く
。
台
密

で
は
大
日
如
来
と
久
遠
の
釈
迦
を
同
体
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に

枳
尼
天

を
介
在
さ
せ
て
い
る
点
に
独
自
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
毘
沙
門
天
の
宝
塔
と
身
心

　

と
こ
ろ
で
、

枳
尼
天
は
四
天
王
の
ひ
と
り
、
北
方
の
守
護
者
で
あ
る
毘
沙

門
天
（
多
聞
天
）
と
同
体
だ
と
さ
れ
る
。
両
者
の
同
体
関
係
は
、
す
で
に
保
延

五
年
（
一
一
三
九
）
の
書
写
奥
書
を
持
つ
、
仁
和
寺
蔵
『
多
聞

枳
尼
経
』
に

見
る
こ
と
が
で
き
る）17
（

。
ま
た
『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
お
な
じ
く
秀
範
写
の
称
名
寺

聖
教
『
乙
足
神
供
祭
文
』
に
も
、「
本
尊
ハ
文
殊
ノ
垂
迹
ナ
リ
。
為
ニ三
利
益
二

衆
生
ヲ一
、

或
ハ
現
シ
テ
辰
狐
ト一
、
人
ニ
与
ヘ
愛
敬
ヲ一
、
或
ハ
示
シ
テ
多
門
ト一
、
人
ニ
授
ク
福
徳
ヲ一
」
と
、

両
者
が
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口

決
』
の
五
大
法
性
の
宝
塔
と
、
身
体
と
の
合
一
化
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
毘
沙

門
天
を
め
ぐ
る
言
説
が
手
が
か
り
と
な
る
。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
も
、
毘
沙
門
天
を
連
想
さ
せ
る
以
下
の
よ
う
な
叙
述
が

見
え
る
。

私
云
、

枳
尼
王
如
意
珠
王
菩
薩
者
、
塔
中
ノ
大
日
所
覚
悟
給
一。
本
覚
ノ

中
ノ
智
法
身
如
来
ノ
示
現
也
。
故
ニ
在
テ
生
死
ノ
軍
中
ニ一
、
着
テ
中
道
ノ
甲
冑
ヲ一
、

降
伏
ス
四
魔
邪
敵
ヲ一
。
入
テ
蜜
塔
ノ
中
ニ一
、
持
テ
中
道
ノ
善
力
ヲ一
、
遮
二
怨
一、
中
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道
ノ
将
軍
王
也
。
故
ニ
、
此
甲
胃
ノ
印
明
ヲ
ハ
用
四
魔
降
伏
一

也
。
此
ノ
意
ヲ
云
、

大
日
化
シ
テ
作
降
伏
四
魔
将
軍
ト一
也
。
深
秘
々
々
最
秘
々
々
尚
々
可
聞
口

決
ヲ一
。

　
「

枳
尼
王
如
意
珠
王
菩
薩
」
は
塔
中
の
大
日
で
あ
り
、
中
道
の
甲
冑
を
着

て
四
魔
邪
敵
を
降
伏
す
る
。
密
塔
に
入
り
、
中
道
の
善
力
を
も
っ
て
、
二
怨
を

遮
る
中
道
の
将
軍
王
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
描
写
は
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
第
三

十
六
「
多
聞
天
悉
決
事
」
の
毘
沙
門
天
の
様
子
と
も
重
な
る
。

又
一
義
云
、
毘ニ
タ
リ二

沙
門
一ニ
者
如
レ

点
談
也
。
所
レ

謂
為
除
二

四
魔
軍
一ヲ
。
雖

レ

著
二

金
剛
甲
冑
一ヲ
、
為
二

正
法
護
持
ト一
。（
中
略
）
示
云
、
多
聞
者
降
魔
大

将
施
福
ノ
本
尊
也
。
左
手
ニ
宝
塔
ヲ
持
事
ハ
、
正
法
護
持
ノ
表
相
也
。
右
手
ニ

三
古
鉾
ヲ
取
事
者
、
降
魔
ノ
表
示
也
。
是
以
四
魔
三
障
ノ
難
ヲ
除
テ
、
三
身
円

満
ノ
恵
命
ヲ
得
也
。
故
ニ
身
ニ
著
二

金
剛
甲
冑
一、
寿
命
長
遠
徳
ヲ
令
レ

得
也
。
仍

所
持
三
摩
耶
悉
是
福
智
円
満
表
示
也
云
云
。（『
大
正
蔵
』
七
六
、
六
二
九

頁
ａ
）

　

毘
沙
門
天
は
金
剛
の
甲
冑
に
身
を
包
み
、
左
手
に
は
宝
塔
を
、
右
手
に
は
三

古
鉾
を
携
え
て
、
四
魔
三
障
の
難
を
除
き
、
寿
命
長
遠
の
徳
を
与
え
る
。
邪
敵

を
払
う
将
軍
で
あ
る
と
同
時
に
、
福
徳
を
与
え
る
福
神
で
も
あ
る
の
だ
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
毘
沙
門
天
が
左
手
に
捧
げ
持
つ
宝
塔
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
此
尊
所
持
ノ
宝
塔
ハ
法
花
塔
婆
也
」（『
大
正
蔵
』
七
六
、
六
二
九
頁

ｂ
）
と
記
さ
れ
る
な
ど
、『
法
華
経
』
の
塔
婆
と
も
見
な
さ
れ
た
。
こ
の
宝
塔

を
め
ぐ
る
中
世
の
口
決
類
に
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
や
『
上
口
決
』
の
塔
が
象
徴

す
る
も
の
が
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

紀
州
根
来
寺
の
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
の
『
薄
草
子
口
決
』
巻
二

十
「
毘
沙
門
天
」
で
は
、
宝
塔
が
毘
沙
門
天
自
身
の
身
体
と
な
り
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
イ
メ
ー
ジ
が
拡
大
し
て
い
く
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

又
尋
云
、
或
又
以
手
押
腰
如
何
。
答
。
御
口
云
、
此
形
像
為
二

当
尊
秘
事
一。

其
身
即
五
輪
塔
。
五
輪
成
身
深
義
五
大
厳
身
奧
旨
可
レ

思
レ

之
。
故
知
又
持

レ

塔
義
也
。
私
助
云
、
彼
尊
身
即
塔
婆
心
是
舎
利
也
。
身
中
有
レ

心
故
、
塔

中
安
二

舎
利
一。（
中
略
）
又
一
義
云
、
菩
提
心
体
即
五
輪
塔
又
鉄
塔
也
。
即

舎
利
也
。
宝
珠
也
。
故
大
疏
第
六
云
、
復
次
梵
音
制
底
与
二

質
多
一

同
体
。

此
中
秘
密
謂
レ

心
為
二

仏
塔
一

也
文
。（『
大
正
蔵
』
七
九
、
二
九
五
頁
ｃ
〜

二
九
六
頁
ａ
）

　

口
伝
に
よ
る
と
、
毘
沙
門
天
の
腰
に
手
を
押
し
当
て
た
姿
は
、
当
尊
の
秘
事

で
あ
る
。
そ
の
身
は
す
な
わ
ち
五
輪
塔
で
あ
り
、
故
に
塔
を
持
つ
の
で
あ
る
。

そ
の
身
は
塔
婆
心
で
あ
り
、
こ
れ
は
舎
利
の
こ
と
で
あ
る
。
毘
沙
門
天
の
身
中

に
「
心
」（
＝
舎
利
）
が
あ
る
の
で
、
捧
げ
持
つ
塔
の
な
か
に
も
お
な
じ
よ
う

に
舎
利
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
の
説
に
よ
れ
ば
、

菩
提
心
体
は
す
な
わ
ち
五
輪
塔
で
あ
り
、
南
天
の
鉄
塔
で
あ
り
、
舎
利
で
あ
り
、

如
意
宝
珠
で
あ
る）18
（

。
ゆ
え
に
『
大
日
経
疏
』
に
は
、「
梵
音
で
制せ
い

底て
い

（
塔
）
と
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質し
つ

多た

（
心
）
は
お
な
じ
字
体
で
あ
る
。
そ
の
秘
密
と
し
て
、
心
を
仏
塔
と
し

た
」
と
あ
る
の
だ
、
と
い
う）19
（

。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
如
意
宝
珠
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
舎
利
と
習
合
す
る
も
の

で
あ
り
、
中
世
密
教
の
中
核
を
担
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
先
に
掲
げ
た

『
辰
菩
薩
口
伝
』
で
「

枳
尼
王
如
意
珠
王
菩
薩
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宝
珠
は

枳
尼
天
と
も
習
合
し
て
い
た）20
（

。『
辰
菩
薩

口
伝
』
の
内
題
は
、「
如
意
宝
珠
王
菩
薩
口
決
」
で
あ
る
。
本
文
中
で
も
「
当

尊
ハ
只
是
レ
宝
朱（
珠
）ナ

リ
」
と
示
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
の
一
体
化
は
強
く
意
識
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
毘
沙
門
天
を
め
ぐ
る
言
説
か
ら
は
、
塔
が
含
有
す
る
多
彩
な
意

味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口
決
』
の
背
後
に
も
、
同
様

の
思
想
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
毘
沙
門
天
の
身
体
と
塔
を
め

ぐ
る
秘
説
は
、
そ
の
ま
ま
衆
生
の
身
体
へ
と
投
影
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
天
台
僧
の
澄
豪
（
一
二
五
九
〜
一
三
五
〇
）
が
撰
述
し
た
『
総
持

抄
』
の
「
法
華
法
事
」
に
は
、
塔
と
心
臓
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

問
。
実
ニ
ハ
塔
者
何
物
耶
。
示
云
、
一
切
衆
生
身
心
也
。
身
者
干
栗
駄
。

是
蓮
華
即
所
住
也
。
心
者
質
多
。
是
月
輪
即
能
住
也
。
月
輪
者
行
者
心
月

輪
也
。（『
大
正
蔵
』
七
七
、
八
五
頁
ａ
）

　
『
法
華
経
』
の
塔
は
、
本
当
は
何
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
、
一

切
衆
生
の
身
心
だ
と
答
え
る
。
そ
の
な
か
で
も
「
身
」
は
干か

栗り

駄だ

（
心
臓
／
胎

蔵
界
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
蓮
華
で
、
所
住
で
あ
る
。
ま
た
「
心
」
は
質
多
（
慮

知
心
／
金
剛
界
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
月
輪
で
、
能
住
で
あ
る
と
い
う
。

　

以
上
の
言
説
群
を
ま
と
め
る
と
、『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口
決
』
で
語
ら
れ
て

い
る
『
法
華
経
』
の
宝
塔
は
、
中
世
密
教
の
秘
事
口
伝
の
文
脈
に
お
い
て
、
悟

り
を
内
包
す
る
八
分
肉
団
（
蓮
華
）、
五
大
を
具
え
る
衆
生
の
身
体
、
そ
し
て

舎
利
と
往
還
可
能
な
如
意
宝
珠
、
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い
る
。
諸
解
釈
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
言
説
が
拡
が
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
連
環
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と
展
開
し

て
い
く
有
様
は
、
口
伝
と
い
う
形
式
に
よ
る
中
世
的
な
秘
説
形
成
の
営
み
を
体

現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口
決
』
の
多
義
的
な
解
釈
に
は
、
即
身
成
仏
を
掲
げ
る

密
教
的
な
身
体
観
と
、
円
密
一
致
へ
の
志
向
性
が
強
く
作
用
し
て
い
る
。
両
書

に
お
い
て
大
日
如
来
の
化
身
と
さ
れ
る

枳
尼
天
は
、
釈
迦
如
来
と
な
っ
て
多

宝
如
来
と
と
も
に
塔
中
に
座
す
。
こ
の
塔
は
『
法
華
経
』
の
宝
塔
で
あ
り
、
密

教
が
相
承
さ
れ
た
南
天
の
鉄
塔
で
あ
り
、

枳
尼
天
が
食
む
心
臓
＝
蓮
華
で
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
て

枳
尼
天
を
仲
立
ち
に
し
た
『
法
華
経
』
と
密
教
の
融
合

が
成
し
遂
げ
ら
れ
、

枳
尼
天
は
「
真
言
法
花
ノ
惣
体
」
と
し
て
の
地
位
を
確

立
す
る
の
で
あ
る
。

五
、

枳
尼
天
と
即
位
灌
頂

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
『
上
口
決
』
で
展
開
さ
れ
た
、
塔
・
蓮
華
・
舎
利
、
そ
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し
て
身
体
を
め
ぐ
る
重
層
的
な
言
説
と
イ
メ
ー
ジ
は
、
即
位
灌
頂
の
口
決
と
も

結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

　

即
位
灌
頂
は
、
天
皇
が
即
位
式
で
摂
関
家
よ
り
伝
授
さ
れ
た
印
明
を
実
修
す

る
儀
礼
で
あ
り
、

枳
尼
天
の
印
明
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る）21
（

。

阿
部
泰
郎
氏
は
即
位
灌
頂
に
つ
い
て
、「
天
皇
が
〝
王
〞
に
な
る
こ
と
を
身
・

口
・
意
の
三
業
に
お
い
て
実
践
す
る
所
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス

作
で
あ
り
、〝
王
の
身
体
〞
を
自
ら

仏
と
し
て
テ
ク
ス
ト
化
す
る
行
為
」
と
評
し
た）22
（

。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
は
巻
末
で
、
即
位
灌
頂
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

入
ル
当
尊
三
摩
地
ニ一
、
即
チ
真
言
法
花
ノ
肝
心
ナ
リ
。
即
位
灌
頂
独
リ
在
三
井
者
、

即
チ
是
等
ノ
大
事
也
。
可
秘
々
々
。

　
『
辰
菩
薩
口
伝
』
で
は
、
即
位
灌
頂
は
三
井
寺
に
唯
一
伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は

枳
尼
天
が
真
言
法
華
の
肝
心
だ
と
い
う
大
事
に
由
来
す
る
と
い
う
。

本
書
に
は
こ
れ
以
外
に
、
即
位
灌
頂
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
お
な
じ
く
称
名
寺
聖
教
の
『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
に
、『
辰
菩

薩
口
伝
』『
上
口
決
』
と
通
底
す
る
言
説
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
は
、
称
名
寺
二
世
釼
阿
が
晩
年
に
書
写
し
た
も
の
で
、

即
位
灌
頂
で
用
い
ら
れ
る
印
明
や
秘
説
を
記
し
た
口
伝
書
で
あ
る
。
本
書
の
末

に
「
隆
弁
伝
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
中
期
に
鶴
岡
別
当
と
し
て
幕
府
に

仕
え
、
三
井
寺
長
吏
と
な
っ
た
隆
弁
僧
正
の
所
説
で
あ
り
、
寺
門
派
の
伝
え
た

即
位
法
の
口
決
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る）23
（

。

　

即
位
灌
頂
に
は
、
大
き
く
分
け
て
『
法
華
経
』
四
要
品
（
方
便
品
・
安
楽
行

品
・
寿
量
品
・
観
音
品
）
の
授
受
を
主
眼
と
す
る
天
台
方
即
位
法
と
、
四
海
領

掌
印
を
結
び
真
言
を
唱
え
る
東
寺
方
即
位
法
が
あ
る
が
、
本
書
は
そ
の
両
方
の

要
素
を
兼
ね
具
え
る
。

　

外
題
の
輪
王
と
は
、
転
輪
聖
王
の
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
須
弥
山
世
界
の

四
大
洲
を
統
治
す
る
最
勝
の
王
を
、
金
輪
聖
王
、
あ
る
い
は
頂
輪
王
と
呼
ぶ
。

輪
王
灌
頂
は
天
皇
を
金
輪
聖
王
に
擬
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、『
輪
王

灌
頂
口
決
私
』
に
も
「
住
ス二
ル
ヲ
金
○（
輪
）ノ
位
ニ一
名
二

輪
王
水（
灌
頂
）丁ト一
。
故
ニ
御
即
位
ノ
後
ハ

奉
三

呼
二

金
輪
聖
王
ト一
。
当
尊
即
チ
金
○
一、
々
々
即
チ
当
尊
也
」
と
、
金
輪
の
位
に

住
す
る
こ
と
を
輪
王
灌
頂
と
い
う
こ
と
、
即
位
後
は
金
輪
聖
王
と
称
す
る
こ
と
、

当
尊
（

枳
尼
天
）
は
す
な
わ
ち
金
輪
で
あ
り
、
金
輪
は
す
な
わ
ち
当
尊
だ
と

い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
で
注
目
し
た
い
の
が
、
灌
頂
で
用
い
ら
れ
る
『
法
華

経
』
四
要
品
へ
の
言
及
部
分
で
あ
る
。

　
　

十
▲
次
四
要
品

口
云
、
法
花
ト
金
輪
ト
ハ
、
人
ト
法
ト
ノ
択
帰
肝
ノ
心
一、
倶
ニ
当
尊
ノ
三
摩
地
也
リ
。

（
中
略
）
諸
教
ハ
帰
法
花
ノ
二
十
八
品
ニ一
、
々
々
々
ハ々
帰
四
要
ニ一
、
々
ノ々
肝

心
ハ
即
チ
輪
王
頂
上
ノ
玉
也
リ
。
金
○
一

法
花
一

倶
ニ
以
全
身
ノ
舎
利
ヲ一
為
体
ト一
。

　

法
華
と
金
輪
は
と
も
に
当
尊
（

枳
尼
天
）
の
三
摩
地
で
あ
る）24
（

。
諸
教
は
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『
法
華
経
』
の
二
十
八
品
に
帰
し
、
二
十
八
品
は
四
要
品
に
帰
す
。
四
要
の
肝

心
は
「
輪
王
頂
上
ノ
玉
」
で
あ
る
。
金
輪
も
法
華
も
「
全
身
ノ
舎
利
」
を
も
っ

て
体
と
な
す
の
だ
、
と
い
う）25
（

。

　

こ
の
全
身
の
舎
利
は
、
本
稿
の
第
三
節
・
第
四
節
で
多
宝
如
来
の
「
全
体
」

（『
上
口
決
』）
と
し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、
釈
迦
如
来
の
遺
骨
の
よ
う
に

分
割
し
た
碎
身
舎
利
に
対
し
て
、
多
宝
如
来
の
よ
う
に
全
身
で
一
塊
と
な
っ
て

い
る
舎
利
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
は
仏
の
大
慧
の
譬
喩
で
あ
る
と
と
も
に
、

『
法
華
経
』
自
体
を
も
意
味
し
た）26
（

。
た
と
え
ば
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
十
一
で
は

「
法
花
者
、
全
身
舎
利
。
諸
経
者
、
碎
身
舎
利
也
」
と
、『
法
華
経
』
を
全
身
舎

利
、
そ
れ
以
外
の
諸
経
を
砕
身
舎
利
と
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に

『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
は
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

全
身
舎
利
ト
者
、
惣
別
倶
ニ
所
ノ
帰
一

根
本
惣
持
ノ
円
塔
ナ
リ
。
入
ル二
ヲ
此
円
塔
ニ一
、

名
ク
一
字
頂
○
王
ノ
灌
頂
ト
。
此
ト
所
入
ノ
円
塔
者
ハ
、
即
チ
心
塔
也
リ
。
心
塔

者
ハ
即
チ
独
一
法
界
一。
本
有
金
剛
ノ
智
珠
也
リ
。
本
尊
ノ
所
ノ
二

頂
戴
玉一
フ
、
一

果
ノ
宝
朱（
珠
）ト

者
、
即
是
レ
也
リ
。

　

全
身
舎
利
は
、
根
本
惣
持
の
円
塔
で
あ
る
。
こ
の
円
塔
に
入
る
こ
と
を
一
字

頂
輪
王
の
灌
頂
と
呼
ぶ
。
円
塔
は
「
心
塔
」（
衆
生
の
心
を
大
日
如
来
法
性
の

塔
婆
と
見
な
す
語
）
で
あ
り
、
心
塔
は
す
な
わ
ち
独
一
法
界
、
本
有
金
剛
の
智

珠
で
あ
る
。
本
尊
が
い
た
だ
く
宝
珠
は
、
こ
れ
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う）27
（

。

　

塔
・
舎
利
・『
法
華
経
』
が
往
還
し
一
体
化
す
る
構
図
は
、
前
節
ま
で
に
見

て
き
た
『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口
決
』
と
共
通
し
て
い
る
。『
輪
王
灌
頂
口
決

私
』
の
灌
頂
が
四
要
品
の
授
受
を
主
眼
と
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た

教
理
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
そ
こ
へ
天
皇
の
身
体

と
い
う
要
素
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
本
書
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

彼
ノ
円
白
ノ
心
塔
者
ハ
、
今
ノ
八
葉
方
寸
ノ
心
蓮
也
リ
。
此
心
蓮
ヲ
名
二

妙
法
蓮

花
ト一
。
此
心
蓮
者
、
又
彼
根
本
ノ
円
塔
也
リ
。（
中
略
）
故
ニ
野
虎
ヘ
衆
生
精

気
ヲ
ス
フ
ト
者
申
ハ
、
彼
ノ
八
葉
ノ
心
蓮
ヲ
ス
フ
也
。
ス
フ
意
ハ
生
死
無
明
ノ

障
ヲ
ス
イ
ホ
シ
テ
、
可
三

令
二

本
付
法
性
心
蓮
ノ
根
本
ヘ一
行
相
也
リ
。
故
ニ
十
羅

刹
ノ
奪
精
気
ハ
即
チ
今
ノ
辰
虎
王
菩
薩
也
一。
十
如
是
ノ
中
ニ
ハ
本
末
究
竟
ノ
如
是

也
一。
法
花
ノ
体
ハ
十
如
是
ナ
リ
。
々
々
々
ノ々
惣
体
ハ
、
第
十
ノ
究
竟
如
是
也
一。

故
知
ヌ
、
当
尊
ハ
顕
密
ノ
根
源
一、
両
部
一

本
迹
ノ
能
生
ノ
元
本
也
リ
。
元
本
者
、

只
是
レ
心
塔
一
果
ノ
宝
朱
也
リ
。
深
秘
々
々
。

　

傍
線
部
で
、「
心
塔
＝
八
葉
方
寸
の
心
蓮
＝
妙
法
蓮
華
」
だ
と
明
言
し
て
い

る
。
続
い
て
波
線
部
で
、
八
葉
の
心
蓮
を
吸
う
十
羅
刹
女
は
「
辰
虎（
狐
）王

菩
薩
」

で
あ
り
、
十
如
是
の
な
か
の
「
本
末
究
竟
」
だ
と
い
う
。
十
如
是
の
惣
体
で
あ

る
「
究
竟
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

枳
尼
天
は
、「
顕
密
ノ
根
源
」「
両
部
本
迹

ノ
能
生
」
と
し
て
、
顕
密
と
両
部
と
を
兼
ね
具
え
た
存
在
で
あ
り
、
そ
の
「
元

本
」
は
、「
心
塔
一
果
ノ
宝
朱（
珠
）」
に
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
は
ま
さ
に
『
辰
菩
薩
口
伝
』『
上
口
決
』
に
お
い
て
、
智
証
大
師
や
安
然
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の
口
決
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
教
説
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

即
位
灌
頂
は
、「
即
位
す
る
天
皇
の
密
教
的
な
身
体
の
解
釈
を
つ
う
じ
て
、

中
世
的
な
天
皇
像
を
成
立
さ
せ
て
い
く
」
た
め
の
儀
礼
と
さ
れ
る）28
（

。『
輪
王
灌

頂
口
決
私
』
で
は
、『
法
華
経
』
と
同
一
化
し
た
円
塔
に
入
る
こ
と
こ
そ
が
輪

王
灌
頂
だ
と
述
べ
て
い
た
。
三
井
寺
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
の
即
位
灌
頂
の
口

決
は
、
天
皇
の
身
体
と
『
法
華
経
』、
そ
し
て
大
日
如
来
と
の
一
体
化
を
目
的

と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
心
蓮
を
食
む
こ
と
で
即
身
成
仏
さ
せ
る
と
い
う
、
衆
生

の
身
体
そ
の
も
の
と
結
び
つ
く
「
深
秘
」
の
存
在
で
あ
る

枳
尼
天
に
よ
っ
て

こ
そ
成
就
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
『
上
口
決
』
の

枳
尼
天
を
め
ぐ
る

言
説
は
、
即
身
に
成
仏
す
る
と
い
う
密
教
的
身
体
観
を
基
調
と
し
て
、
八
葉
蓮

華
、
塔
、
舎
利
、
如
意
宝
珠
と
い
っ
た
多
彩
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
媒
介
に
、『
法

華
経
』
と
密
教
と
の
一
致
を
説
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
言
説
は
、
天
台
の
仮
託

書
や
日
本
撰
述
経
典
な
ど
に
近
接
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
辰
菩
薩
口
伝
』

と
『
上
口
決
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
衆
生
の
「
心
」
を
食
す

枳
尼
天
に
よ

っ
て
成
就
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

か
か
る
教
理
は
、『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
の
よ
う
な
即
位
灌
頂
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
た
。
衆
生
の
身
体
を
食
ん
で
即
身
成
仏
さ
せ
る

枳
尼
天
は
、
天
皇
の

身
体
を
仏
と
一
体
化
す
る
即
位
儀
礼
に
結
び
つ
き
や
す
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
心
蓮
華
と
い
う
身
中
の
曼
荼
羅
と
直
結
す
る
が
ゆ
え
に
、

枳
尼
天
は

力
を
持
ち
得
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
口
決
・
解
釈
を
摂
取
す
る
こ
と
で
新
た
な
秘
説
が
生
み
出
さ
れ
、

イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
に
よ
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
世
界
が
展
開
し
て
い
く
様
相
は
、
と

も
す
れ
ば
混
沌
と
し
、
煩
雑
で
あ
る
が
、
一
方
で
そ
れ
は
中
世
的
な
秘
説
の
形

成
過
程
を
如
実
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に

枳
尼
天
を

め
ぐ
る
言
説
は
『
法
華
経
』
と
結
合
し
な
が
ら
、
中
世
儀
礼
の
一
端
を
支
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

枳
尼
法
と
即
位
灌
頂
に
関
す
る
論
考
は
、
阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
│
中

世
王
権
と
密
教
儀
礼
」（『
岩
波
講
座
東
洋
思
想
16

日
本
思
想
2
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
）、
同
「
灌
頂
儀
礼
と
宗
教
テ
ク
ス
ト
」（『
中
世
日
本
の
宗
教
テ

ク
ス
ト
体
系
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）、
山
本
ひ
ろ
子
「
異
類

と
双
身
│
中
世
王
権
を
め
ぐ
る
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」（『
変
成
譜
』
春
秋
社
、
二

〇
〇
〇
年
）、
松
本
郁
代
『
中
世
王
権
と
即
位
灌
頂
│
聖
教
の
な
か
の
歴
史
叙

述
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
『
天
皇
の
即
位
儀
礼
と
神
仏
』（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
七
年
）、
西
岡
芳
文
「
ダ
キ
ニ
法
の
成
立
と
展
開
」（『
朱
』
五

七
、
伏
見
稲
荷
大
社
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
な
ど
参
照
。

（
2
）　

櫛
田
良
洪
「
神
道
思
想
の
受
容
」（『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
山
喜
房

仏
書
林
、
一
九
六
四
年
）、
金
沢
文
庫
展
示
図
録
『
陰
陽
道
×
密
教
』（
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）、
西
岡
芳
文
「
金
沢
称
名
寺
に
お
け
る
頓
成

悉
地
法
│
企
画
展
「
陰
陽
道
×
密
教
」
補
遺
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
二
〇
、

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。
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（
3
）　

拙
稿
「
称
名
寺
聖
教
『
辰
菩
薩
口
伝
』
に
つ
い
て
│
中
世
ダ
キ
ニ
天
信
仰
の

一
側
面
」（『
北
海
学
園
大
学
人
文
論
集
』
六
六
、
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
、

二
〇
一
九
年
三
月
）。

（
4
）　

秀
範
は
大
和
室
生
寺
や
東
山
白
毫
寺
で
の
活
動
が
う
か
が
え
る
学
僧
で
、
称

名
寺
二
世
釼
阿
（
一
二
六
一
〜
一
三
三
八
）
に
頓
成
悉
法
や
神
祇
灌
頂
を
伝
授

し
た
人
物
と
さ
れ
る
。
称
名
寺
の

枳
尼
天
関
連
資
料
は
、
外
題
を
釼
阿
が
記

し
、
本
文
を
秀
範
が
書
写
し
た
も
の
が
多
い
。

（
5
）　
「
方
便
品
、
諸
仏
智
恵
、
甚
深
无
量
ト
云
二
句
八
字
ハ
、
宣
无
所
不
至
印
ヲ一
。

中
台
大
日
如
来
ナ
リ
。（
中
略
）
是
円
仏
方
便
シ
テ
、
化
作
玉
ヘ
リ
藍
婆
羅
刹
女
ノ
身
ト一
。

従
リ
其
智
恵
門
ト
云
一、
至
于
人
記
品
ノ
終
ニ一
、
宣
フ
大
威
徳
生
印
ヲ一
。
宝
幢
如
来
ナ
リ
。

（
中
略
）
其
最
後

枳
尼
天
方
便
シ
テ
、
示
現
奪
一
切
衆
生
精
気
羅
刹
女
ノ
身
ト一
也
。

是
十
羅
刹
女
八
葉
九
尊
ハ
、
及

枳
尼
尊
、
示
現
色
身
也
」「
私
云
、
此
八
葉

九
尊
ハ
即
大
日
如
来
ノ
化
現
也
。
最
後
ノ
化
身
、

枳
尼
天
是
也
。
此

枳
尼
天

之
示
現
、
十
名
奪
一
切
衆
生
精
気
羅
刹
女
身
也
」（『
辰
菩
薩
口
伝
』）。
な
お
、

『
辰
菩
薩
口
伝
』
の
八
葉
は
胎
蔵
界
と
金
剛
界
に
関
す
る
記
述
が
混
在
し
、
胎

金
の
一
体
も
象
徴
し
て
い
る
。

（
6
）　

水
上
文
義
氏
は
円
密
一
致
思
想
を
反
映
し
た
『
講
演
法
華
儀
』『
法
華
曼
荼

羅
諸
品
配
釈
』
な
ど
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
、「
日
本
天
台
で
独
自
に
考
え
ら
れ

た
「
曼
荼
羅
」
で
あ
り
、
主
に
中
世
日
本
天
台
の
偽
疑
書
に
記
さ
れ
る
も
の
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
「
た
い
が
い
が
胎
蔵
曼
荼
羅
の
上
に
直
接
『
法

華
経
』
品
々
を
投
影
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
図
像
に
な

り
得
な
い
が
、「
そ
れ
が
日
本
撰
述
偽
疑
書
に
見
る
「
法
華
経
曼
荼
羅
」
の
大

き
な
特
徴
」
だ
と
い
う
。
水
上
文
義
「
法
華
曼
荼
羅
と
円
密
一
致
思
想
の
「
曼

荼
羅
」」（『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
）。
な
お
、『
講

演
法
華
儀
』
は
十
二
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
と
い

う
。
同
氏
「
安
然
以
前
に
『
蓮
華
三
昧
経
』
を
「
引
用
」
し
た
文
献
の
検
討
」

（『
台
密
思
想
形
成
の
研
究
』）。

（
7
）　

枳
尼
天
と
十
羅
刹
女
を
八
葉
に
配
し
た
説
は
、
良
助
親
王
（
一
二
六
八
〜

一
三
一
八
）
仮
託
の
『
法
華
輝
臨
遊
風
談
』
巻
七
「
十
羅
刹
本
地
事
」
に
も
認

め
ら
れ
る
。「
法
花
秘
法
ノ
之
藍
婆
ハ
妙
法
蓮
花
ノ
八
葉
中
台
東
葉
ノ
阿
閦
仏
ナ
リ
。

毘
藍
婆
ハ
南
葉
ノ
宝
勝
仏
ナ
リ
。
曲
歯
ハ
西
葉
ノ
阿
弥
陀
仏
ナ
リ
。
花
歯
ハ
北
方
ノ
不

空
成
就
仏
也
。
余
ハ
四
隅
ノ
普
賢
文
殊
観
音
弥
勒
也
。
又
中
台
ハ
大
日
如
来
ナ
リ
。

第
十
奪
一
切
衆
生
ハ
荼
枳
尼
ナ
リ
。
法
花
経
ノ
宇
賀
神
也
。
已
上
」（『
大
日
本
仏

教
全
書
』
一
四
、
四
七
七
頁
）。

（
8
）　

本
稿
で
引
用
す
る
称
名
寺
聖
教
の
本
文
と
図
1
・
2
は
、『
陰
陽
道
×
密
教
』

（
前
掲
注
2
）
お
よ
び
金
沢
文
庫
所
蔵
の
影
印
に
よ
る
。
適
宜
、
句
読
点
や
傍

線
等
を
付
し
た
。

（
9
）　
『
大
日
経
疏
』
巻
十
「
次
荼
吉
尼
真
言
。
此
是
世
間
有
造
此
法
術
者
、
亦
自

在
呪
術
。
能
知
人
欲
命
終
者
、
六
月
即
知
之
。
知
已
即
作
法
。
取
其
心
食
之
。

所
以
爾
者
、
人
身
中
有
黄
。
所
謂
人
黄
猶
牛
有
黄
也
。
若
得
食
者
、
能
得
極
大

成
就
」（『
大
正
蔵
』
三
九
、
六
八
七
頁
ｂ
）。

（
10
）　
『
菩
提
心
義
抄
』
第
一
（『
大
正
蔵
』
七
五
、
四
五
四
頁
ｂ
）。
中
世
の
例
で

は
、
澄
豪
の
『
総
持
抄
』
巻
七
「
法
華
法
事
」
に
、「
示
云
、
妙
法
蓮
華
者
、

衆
生
心
身
也
。
妙
法
者
心
也
。
蓮
華
者
身
也
。
摂
二

法
界
一

為
二

一
心
一。
法
界
即

識
大
也
。
摂
二

五
大
一

為
二

八
分
肉
団
一。
肉
団
即
八
葉
蓮
華
也
。
此
ヲ
蓮
華
ト
云

也
」（『
大
正
蔵
』
七
七
、
八
六
頁
ａ
）
な
ど
と
見
え
る
。

（
11
）　
「
其
八
分
肉
団
、
即
自
性
清
浄
覚
悟
ノ
蓮
花
也
。
其
葉
ニ々
无
量
无
辺
ノ
数
ア
リ
。

根
本
ハ
八
葉
也
。
東
葉
ヲ
ハ
名
相
葉
ト一
。
南
葉
ヲ
ハ
名
性
葉
ト一
。（
中
略
）
中
台
ヲ
ハ
名

報
台
ト一
。
始
ノ
相
葉
ヲ
為
本
一、
後
ノ
報
台
ヲ
為
末
一。
九
尊
如
来
、
化
中
道
実
相
ト一
也
。

故
云
究
竟
ト一
也
。（
中
略
）
四
仏
四
菩
薩
ハ
端
座
八
葉
ノ
上
ニ一
、
大
日
如
来
ハ
結
跏

趺
坐
中
台
ニ一
給
フ
。
其
ノ
无
量
无
辺
花
葉
ノ
上
ニ
、
仏
菩
薩
・
明
王
等
端
座
給
」

（『
辰
菩
薩
口
伝
』）

（
12
）　

た
と
え
ば
安
然
の
『
胎
蔵
界
大
法
対
受
記
』
に
は
、「
海
大
徳
説
。
荼
吉
尼

定
掌
爾
賀

触
レ

之
者
、
先
申
二

定
掌
一

横
掩
二

面
門
一
口
也
。
出
レ

舌
触
二

掌



枳尼天と『法華経』をめぐる儀礼の言説

（99）68

中
一。
如
下

食
二

人
血
一

之
勢
上。
慧
拳
按
レ

腰
。
爾
賀

者
舌
也
」（『
大
正
蔵
』
七
五
、

八
六
頁
ａ
）
と
あ
る
。

（
13
）　

法
全
は
唐
青
龍
寺
の
僧
。
入
唐
し
た
円
珍
は
法
全
か
ら
両
部
大
法
を
受
け
、

金
剛
界
五
部
諸
尊
の
観
法
を
説
い
た
白
描
図
像
『
五
部
心
観
』
を
相
伝
し
て
い

る
。「
法
全
闍
梨
図
」
は
そ
こ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
か
。

（
14
）　

法
華
曼
荼
羅
の
二
仏
に
つ
い
て
は
、『
総
持
抄
』「
法
華
法
事
」
に
「
又
本
尊

塔
中
安
二

釈
迦
多
宝
一

也
。
本
有
修
生
ア
リ
。
修
生
時
、
釈
迦
多
宝
為
二

本
尊
一。
本

有
時
、
釈
迦
多
宝
ヲ
台
金
両
部
大
日
ト
云
也
。
於
二

法
華
実
相
中
道
理
一、
分
レ

之

為
二

本
迹
二
門
一。
本
迹
二
門
ハ
、
是
両
部
大
日
。（
中
略
）
以
二

蓮
華
一

為
二

法
華

体
一。
八
分
肉
団
即
八
葉
蓮
華
也
」（『
大
正
蔵
』
七
七
、
八
四
頁
ａ
）、
頼
瑜
の

『
秘
鈔
問
答
』
第
七
「
法
華
経
」
に
「
御
口
決
云
、
今
法
最
秘
伝
云
、
釈
迦
多

宝
、
如
レ

次
金
台
二
界
大
日
習
也
」（『
大
正
蔵
』
七
九
、
四
〇
二
頁
ａ
）
な
ど

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

水
上
文
義
「
安
然
以
前
に
『
蓮
華
三
昧
経
』
を
「
引
用
」
し
た
文
献
の
検

討
」（
前
掲
注
6
）
参
照
。

（
16
）　

大
日
如
来
の
三
昧
耶
身
で
あ
る
塔
は
主
に
二
種
類
あ
り
、
五
輪
所
成
の
塔
は

胎
蔵
界
の
五
大
の
徳
を
示
す
理
塔
、
鑁
字
所
成
の
塔
は
金
剛
界
の
知
徳
を
あ
ら

わ
す
修
生
塔
で
あ
る
と
い
う
。

（
17
）　

阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
」（
前
掲
注
1
）、
入
江
多
美
「
輪
王
寺
蔵
「
伊
頭

那
（
飯
綱
）
曼
荼
羅
図
と
仁
和
寺
蔵
『
多
聞

枳
尼
経
』
に
つ
い
て
」（『
歴
史

と
文
化
』
一
七
、
栃
木
県
歴
史
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
八
月
）
参
照
。

（
18
）　

お
な
じ
く
頼
瑜
の
『
秘
鈔
問
答
』
第
十
四
本
「
毘
沙
門
」
で
も
、「
御
口
決

云
、
今
次
第
全
身
宝
塔
者
、
此
塔
中
安
二

仏
舎
利
一

也
云
。
全
身
舎
利
宝
塔
之
義

也
。
此
舎
利
即
如
意
宝
珠
也
。
薄
奉
塔
以
眼
視
之
者
、
塔
是
南
天
鉄
塔
也
」

（『
大
正
蔵
』
七
九
、
五
三
四
頁
ａ
）
と
あ
り
、
全
身
舎
利
＝
宝
塔
＝
如
意
宝

珠
＝
南
天
鉄
塔
と
い
う
構
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
19
）　

な
お
、
制
底
（
仏
塔
）
は
『
大
日
経
疏
』
巻
五
に
、「
制
底
翻
為
福
聚
。
謂

諸
仏
一
切
功
徳
聚
在
其
中
。
是
故
世
人
、
為
求
福
故
、
悉
皆
供
養
恭
敬
」（『
大

正
蔵
』
三
九
、
六
二
八
頁
ｂ
）
と
見
え
る
。
福
聚
は
「
福
の
集
ま
り
」
と
い
う

意
味
で
、
福
神
で
あ
る

枳
尼
天
・
毘
沙
門
天
に
通
じ
る
。

（
20
）　

阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
」（
前
掲
注
1
）、
山
本
ひ
ろ
子
「
辰
狐
の
イ
コ
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
」（『
変
成
譜
』
前
掲
注
1
）
な
ど
参
照
。

（
21
）　

即
位
灌
頂
の
濫
觴
は
後
三
条
天
皇
の
こ
ろ
と
伝
わ
る
が
、
史
料
上
で
確
認
が

で
き
る
の
は
伏
見
天
皇
が
即
位
し
た
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
の
こ
と
で
あ
る
。

松
本
郁
代
『
中
世
王
権
と
即
位
灌
頂
』（
前
掲
注
1
）、
同
氏
「
仏
教
的
世
界
観

に
お
け
る
天
皇
」（『
天
皇
の
即
位
儀
礼
と
神
仏
』
前
掲
注
1
）、
阿
部
泰
郎

「
宝
珠
と
王
権
」（
前
掲
注
1
）、
山
本
ひ
ろ
子
「
辰
狐
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」

（
前
掲
注
20
）
な
ど
参
照
。

（
22
）　

阿
部
泰
郎
「
灌
頂
儀
礼
と
宗
教
テ
ク
ス
ト
」（
前
掲
注
1
）。

（
23
）　

阿
部
泰
郎
「
灌
頂
儀
礼
と
宗
教
テ
ク
ス
ト
」（
前
掲
注
1
）。

（
24
）　
『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
の
口
伝
冒
頭
に
見
え
る
「
法
花
ト
金
輪
ト
ハ
、
人
ト
法
ト
ノ

択
帰
肝
ノ
心
一、
倶
ニ
当
尊
ノ
三
摩
地
也
リ
」
と
い
う
一
文
は
、『
辰
菩
薩
口
伝
』
巻

末
の
「
入
ル
当
尊
三
摩
地
ニ一
、
即
チ
真
言
法
花
ノ
肝
心
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
と
重
な

る
。『
辰
菩
薩
口
伝
』
と
『
輪
王
灌
頂
口
決
私
』
は
、「
法
花
・
真
言
」「
法

花
・
金
輪
」
と
い
う
差
異
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
両
書
と
も
に
そ
れ
ら
が

枳
尼

天
の
三
摩
地
で
あ
り
、

枳
尼
天
に
よ
っ
て
同
一
化
さ
れ
る
も
の
と
い
う
点
で

は
お
な
じ
論
理
を
有
す
る
。

（
25
）　
「
輪
王
頂
上
ノ
玉
」
は
、『
法
華
経
』
安
楽
行
品
に
見
え
る
『
法
華
経
』
の
教

え
を
輪
王
の
髻
中
の
明
珠
に
喩
え
た
譬
喩
を
踏
ま
え
て
の
表
現
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

（
26
）　
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
十
一
に
は
、「
一
、
法
花
三
顆
宝
珠
事
。
仰
云
、
珠
有
二

三
種
一。
一
ニ
ハ
王
頂
ノ
珠
即
本
門
珠
也
。
二
衣
珠
即
迹
門
珠
也
。
三
龍
女
珠
也
云
云
。

本
迹
観
心
三
重
宝
珠
也
。
一
義
云
、
法
花
者
全
身
舎
利
。
諸
経
者
碎
身
舎
利
也
。

一
仏
菩
提
者
、
全
身
舎
利
也
。
故
金
輪
一
字
ト
一
体
也
」（『
大
正
蔵
』
七
六
、
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五
四
四
頁
ｂ
）
と
見
え
る
。

（
27
）　

一
果
の
宝
珠
は
、『
上
口
伝
』
で
も
「
鉄
塔
流
伝
ノ
大
日
髻
中
ノ
珠
」
と
言
及

さ
れ
て
い
る
の
で
、『
輪
王
灌
頂
口
伝
』
と
『
上
口
決
』
が
塔
と
宝
珠
を
め
ぐ

っ
て
共
通
の
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

（
28
）　

松
本
郁
代
「「
公
の
秘
説
」
と
し
て
の
即
位
灌
頂
」（『
天
皇
の
即
位
儀
礼
と

神
仏
』、
前
掲
注
1
）。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、JS

P
S

科
研
費JP

20H
00675

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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Study on Dakini and the “Lotus Sutra” : Using the secret book on Dakini of 
the Shō myō ji temple as a clue

ARIGA Natsuki
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